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VLF帯パルス電磁波観測による地震先行現象の研究

Precursory study of electromagnetic wave addressed to the

earthquake prediction study in VLF band.
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　地震に先行する電磁波が観測されるとの報告が1980年代から存在する。東海大学では1990年代に故・浅田

敏先生を中心としたグループがVLF帯に焦点を絞って機器を開発し、観測を行なってきた。その結果，見かけ

到来方位の解析で，震央から地震に先行すると考えられる電磁波を観測した。その後、観測は中断された

が、2014年度から研究を再開した。今回の装置の特徴は、見かけ到来方位解析だけでなく、電磁波の到達時

間差（TDOA）を用いて波源決定が行える事である。TDOAを用いた波源決定では、自己回帰モデルとAICを用

いて電磁波到達時刻を決定した。予察的な結果ではあるが、観測網の近傍で発生した最大の地震であった２０

１７年６月２５日の長野県南部の地震（M5.6）の２日前に震央付近から到来する電磁波を観測した。しかしこ

の２０年の間にVLF帯でも電磁環境の悪化が進んでいた可能性が高く、今後測定環境の見直しや定常的なノイ

ズの除去、プログラムの改善を行うことでより正確な波源位置決定が行えると考えている。 
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